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【総 配】 大阪市立大学看護学雑誌 第1巻(2005.3)

日本における薬物依存症患者への看護に関する文献的考察

～医療施設内での看護に焦点を当てて～

NurslngfわrDrugDependentPatientsinMedicalInstitutionsinJapan:LiteratureReview
●

宮田 穂1'

MinoriTakarada

Abstract

Thepu叩OSeOfthisstudywastoreviewhospitalnursingfordrugdependentpatients(inpatients)andtodiscussfuture

challenges.Medicalandnursingarticlesinthecurrentliterature(1958-2003)werereviewed.Whiledrugdependent

patientsareoftenconsideredbynursingtObe"difficult:'thesepatientshavenotbeenstudiedsystematically.Mostofthe
●

nurslngStudiesondrugdependentpatientsoccu汀edinthe1960S.meseweretimeswhenextensivemedicalserviceswere
◆

requiredtomeetthesocialneedsofdrugrelatedproblems.Manyarticlesconsidertheemotionalresponseofnursesto

drugdependentpatientsaproblem･Infuture,nurseswillberequiredtounderstandthesocialproblemsrelatedtoimproper

druguseandstudythemsystematically.Studiesontheemotionalresponseornursestodrugdependentpatientsandits

innuenceonpatientcareareofspecialimportance.

KeyWords:DrugDependence,PsychiatricNurslng,MedicalInstitution
●

要

医療施設におけるアルコール以外の精神作用物質依存症 (薬物依存症)患者への看護の歴史を明らかにし､今
●

後の課題を考察することを目的に､医療 ･看護系の文献 (1958年-2003年)を検討した｡その結果､次のことが

明らかになった｡薬物依存症患者は看護上困難な事例として取り上げられていたが､系統的な事例検討は行われ

ていなかった.また､薬物依存症患者への看護についての検討は､1960年代と近年に集中していた.それは､薬

物関連問題への医療の役割が､社会的に要請された時期と重なっていた｡検討内容の特徴としては､患者への看

護者の感情反応が問題視される傾向にあった｡そして､時代とともに事例の問題は複雑化する傾向にあり､地域

との連携も着眼されていた｡今後は､薬物関連問題の社会的状況をふまえ､看護の立場でも系統的な研究 ･実践

を行う必要がある｡特に看護者の薬物依存症患者への感情反応とケアに関する検討は課題と考える｡

キーワー ド:薬物依存症､精神科看護､医療施設

はじめに

平成12年改正施行 "精神保健及び精神障害者福祉に関

する法律"の精神障害の定義には､ ｢精神作用物質によ

る急性中毒又はその依存症｣が明記され､ ｢精神作用物

質の依存症｣も､精神保健医療福祉の対象となることが

明らかにされた｡日本では､精神作用物質のなかでもア

ルコールに関連する問題に対 しては､1960年代より治療

･看護への取り組みがなされてきた｡そして1979年には､

精神衛生センター i)で酒害相談指導事業実施要領に基づ

1)大阪市立大学医学部看護学科 osakaCityUniversitySchoolofNursing
i) ｢精神保健及び精神障害者福祉に関する法律｣ (現行法)の法改正の変遷にともない､現在の ｢精神保健福祉セ
ンター｣は､ ｢精神衛生センター｣から ｢精神保健センター｣へ､そして ｢精神保健福祉センター｣-と名称変

更があった｡
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いたアルコール関連問題への対策が総合的に行われるこ

ととなった｡しかし､アルコール以外の精神作用物質に

関連する問題については､ようやく1999年に､精神保健

福祉センターi)で薬物相談窓口事業が行われるようにな

ったところである｡また､アルコール薬物問題全国市民

協会の調査 (ASK､2002)からは､ ｢アルコール以外の

精神作用物質の依存症 (以下､薬物依存症)｣の専門病
棟は全国に1か所で､全国で90数か所あるアルコール

依存症専門病棟のうち､薬物依存症を治療の対象として

いるのは1/3程度にすぎないことが分かる｡薬物依存

症に関しては､専門の治療機関が乏しい状況であり､極

一部の医療機関で治療 ･看護への取り組みがなされてき

たものの､医療全体の系統的な取り組みは近年始まった

ところなのである｡

薬物依存症専門の治療機関が乏しい現状において､一

般精神科病棟も､薬物依存症の治療や回復支援に関する

役割を担っている｡しかし一般精神科病棟では､薬物依

存症の入院患者の割合は少なく､看護者は実践を通して

薬物依存症患者への看護について学ぶ機会が非常に乏し

い｡著者が看護師として勤務 していた一般精神科病棟に

おいては､病棟の機能分化に伴う急性期患者受け入れ機

能の促進とともに､薬物依存症患者の入院が増加してき

た｡しかし看護者は､薬物依存症患者の回復のイメージ

がつかめず､無力感や不安を感じながら看護する状況で

あった (武田 ･宮田 ･川原､1998)｡はたして､それは

ひとつの精神科病院の状況なのだろうか｡

そこで今回は､日本の看護学関係の論文を検討し､薬

物依存症患者への看護の歴史を明らかにし､今後の医療

施設内での看護への課題を考察したので報告する｡

文献検索方法と検索結果

1.検索資料

精神科看護学会論文集CD-ROM版vol.1-Vol.3:

1958年-2001年

医学中央雑誌web版 :データベースへの収録年

1983年～2003年 (最終検索年月 :2004年9月)

2.検索方法

｢薬物依存症｣と｢看護｣をキーワー ドとして検索を行っ
た｡また､｢薬物依存症｣に関しては､｢覚せい剤｣｢有機
溶剤｣などの乱用薬物名や｢麻薬中毒｣｢噂癖｣といった｢薬
物依存症｣に関連する用語も検索の対象とした｡抽出され

た論文のタイトル及び要約をもとに､｢アルコール以外の

精神作用物質(覚せい剤､有機溶剤､大麻､処方薬など｡

ここでは､カフェイン､タバコは含まない)｣の乱用 ･依存

に関連した精神及び行動の障害を有する人への､医療施

設内での看護に関する論文を抽出した｡尚､･摘出された論

文の中で､1,000字以下の論文は､検討の対象外とした｡

3.検索結果

検討の対象となった論文は49編であった｡ それらの論

文は､研究デザインの違いから､｢(ひとつの)事例の報告｣･
｢(ひとつの)病棟 ･病院の現状報告｣･｢調査報告｣に大別で

きた｡｢事例の報告｣は､49編中28編であった｡ ｢病棟 ･病

院の現状報告｣は20編で､複数の薬物依存症患者の事例

や､患者に村する看護師の思い､治療 ･看護プログラムな

どの現状を報告したものであった｡｢調査報告｣は､1編で

あった｡ (表1参照)

表 1 日本における薬物依存症看護に関連する論文数

医療施設内での看護に焦点をあてて(1960年-2003年)

午 論文数(編) 研究デザインによる分類 年区分別論文合計数
事例の報告 病棟 .病院の現状報告 調査報告

1960-1964 3 0 3 0 1960-1969年計 5編1965-1969 2 0 2 0

1970--1974 1 1 0 0 1970-1994年計 21編

1975-1979 0 0 0 0

1980-1984 5 3 2 0

1985-1989 5 5 0 0

1990-1994 10 9 1 0

1995-1999 15 5 10 0 1995-2003年計 23編2000-2003 8 5 2 1

計 49 28 20 1 計 49編

これらの論文には時代の流れによって､次のような特

徴がみられた｡1960年代の5編は､特定の病棟における

複数の麻薬中毒患者の事例を検討したものであった｡そ

して､1970年-1994年は21編あり､そのうち18編が ｢事

例の報告｣であった｡1994年以降も ｢事例の報告｣は行

われているが､ひとつの病棟 ･病院における複数の患者

の事例や､治療 ･看護プログラムの実践に関する報告が

増加した｡また､複数の病院を対象とした調査研究が行

われていた｡･

そこで､上記のような時期ごとに､薬物乱用 ･依存に

関連する歴史的背景を概観しながら､薬物依存症患者へ

の看護について述べる｡
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薬物依存症患者への看護の流れ

1.麻薬中毒対策の一環として (1960年代)

第二次世界大戦終結後に､軍事物質として蓄えられた

覚せい剤が､民間に大量放出され､第一次覚せい剤乱用

期が訪れた｡第一次覚せい剤乱用期は､ ｢覚せい剤取締

法｣(1951年施行)による罰則強化や原料の法的規制など

によって､終息していった｡しかしその裏では､麻薬の

不正取引に暴力団が介入してヘロインが社会に出回るよ

うになり､1960年頃には､麻薬中毒者は4万人､常用者

を含めると20万人を超えると推測されるに至った(長浜､

1968)｡そのため､1963年に麻薬取締法が改正され､麻

薬犯罪に対する罰則の強化､麻薬中毒者に対する強制入

院措置制度､麻薬中毒相談員の設置が行われた｡そして､

麻薬中毒対策の一環として､麻薬中毒者の治療のための

麻薬中毒専門医療施設が全国に9ヶ所､650ベッドが設置

された(長浜､1968)｡(表2参照)

しかし､麻薬中毒専門医療施設が設置された頃には､

麻薬犯罪の取締強化によって麻薬中毒者は減少の方向に

あり､1962年まで全国で年間に約800名から1000名近く

であった麻薬中毒者の入院は､1963年からは4分の1に減

少した(九万､1966)0

表2 麻薬中毒者専門医療施設

施 設 名 病床数

国 立 下 総 療 養 所 100

国 立 榊 原 療 養 所 50

国 立 肥 前 療 養 所 50

神奈川県立せりがや園 70

大 阪 府 立 中 宮 病 院 100

財団法人 復光会総武病院 20

社会福祉法人 桜ケ丘事業協会 100

桜ケ丘保養院

財団法人 湘 南 福 祉 会 60
湘 南 病 院

長浜正六 (1968).わが国における麻薬中毒者の現況について.
厚生の指標 15(5)､p16より抜粋

1960年代に発表された論文はいずれも､麻薬中毒対策

の一環としての役割を担っていた医療施設での看護の現

状報告であった｡

赤尾ら (1962)は､1958年から1960年までの3年間に

入院した麻薬中毒患者について､看護者としての体験を

治療経過とともに述べている｡3年間で､231名の麻薬

中毒患者の入院があったこの病院は､ ｢麻薬禍濃厚地

区｣日 を有していた神戸市に立地し､市の麻薬対策の一

環として公費による入院患者を受け入れていた病院であ

る｡入院期間は2週間(保護室に収容)であり､禁断症状

の中で退院を要求する患者に､ ｢看護者は苦痛に耐えし

めるべく精魂打込んで慰め､励まして､説得に努めます

が､患者は禁断の苦痛から逃れるには､ただただ麻薬あ

るのみと麻薬を求めて嘘言､脅迫､暴行､逃亡等あらゆ

る手段をこうじて退院を図ります｣(赤尾ら､1962)とい

い､看護者は心身共に疲労の極に達すると述べている｡

そして退院していった患者の殆んどが退院後数日から数

週間内にまたもや麻薬注射を始め､入院を繰り返す状況

に､むなしさを感じるという｡

小倉ら(1963)･畑中ら(1967)は神戸市､せ りがや園看

護科(1964)は横浜市､窪田(1966)は千葉市に設置された

麻薬中毒専門医療施設での現状を報告している｡小倉ら

(1963)は､覚せい剤や麻薬中毒者の看護の経験から､｢精

神分裂病等の一般精神障害者とは､はるかに看護指導上

困難な点が多かった｣とし､困難な理由をたしかめるた

め､患者が院内で示す欲求を調査した｡退院､面会､自

由な喫煙など､入院生活上の制限に関する欲求が多く､

欲求が通らない時は､その欲求をあく迄通そうとしたり､

反抗したり､いやがらせをしたり､又時には他人を煽動し

たり､カッとなって乱暴したりした事もあったという｡

畑中ら(1967)は､小倉らが発表してから4年後に､同

病院の現状を報告している｡畑中らが発表した頃は､麻

薬中毒者の入院が減少してきた頃である｡しかし､在院

患者の約60%が麻薬中毒 ･アルコール中毒 ･その他の薬

物中毒(主として睡眠剤中毒)などの中毒患者であり､｢入

院直後に出現する禁断症状に対して､私共看護者は非常

に手はかかりますが､此の時期に於いては患者との対人

関係はあまり意に介せず､医学的治療を主として患者に

それに従わせる様にしています｡むしろ問題なのはこう

云う時期を経過した後の患者に対する看護者の態度です｣

と述べている｡そして､看護者の態度でいちじるしく症

状が好転したとする3つの事例を報告し､中毒患者に対

して看護者として持つ態度は､ケースによって違うが､

｢一般の精神病患者の場合ですと､暖かく保護すると云

う態度が重要ですが､中毒患者に対しては勿論その気持

ii) ｢麻薬禍濃厚地区｣:ヘロイン横行時代に､政府は､麻薬中毒者や密売者の最も多く集中している地域を ｢麻薬
禍濃厚地区｣として､取締の重点をこれらの地域においた｡主な麻薬禍濃厚地区としては､東京の新宿 ･池袋 ･

千束､横浜の日の出町 ･黄金町､沼津市､大阪の西成 ･阿倍野 ･北 ･天王寺､神戸市の生田 ･長田 ･兵庫区､下

関､福岡市､北九州市の小倉など (伊藤､1961､p8)｡

-13-
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ちも重要なのですが､本人に自信づける為に良い事と悪

い事を､はっきり区別して一貫した態度を取る事が最も

必要だと思います｣という｡

せりがや固看護科(1964)の報告では､1963年の開園か

ら一年間に体験した問題について述べられている｡そし

て､特に困難な条件として､噂癖患者の殆どが自主的な

決断による入院ではないこと､精神病質的な性格偏奇 ･

自我発達の障害 ･未成熟等共通した傾向があること､同

じ病室内に様々な精神障害の患者がいることなどをあげ

ている｡看護者の基本的態度としては､看護者ひとりぴ

とりが人間として安定し充実した精神状態にあること､他

職種間の緊密なチームワークが要請されること､患者に

対し秩序維持のための権威をもった対処と治療的な支え

となるような人間関係を調和させることなどをあげてい

る｡しかし､これらは至難な問題であり､解決の糸口さ

えみつからないが､今後もじっくり取組んでみたい､と

している｡

窪田(1966)の報告は､1964年に設立した麻薬中毒専門

病院の現状であり､開設時には麻薬取締法の改正により

中毒者は減少しており､開設以来､医療麻薬による中毒

者39名(医療関係者が過半数)を収容 したのみという｡

麻薬患者を看護するに当って一番の難点は､脱慣期にあ

り､従来の考え方としては､厳重な療養規制を設け閉鎖

的に扱って来たが､ある程度の事故を覚悟 し､半開放を

試みたという｡開設当時､開放的な扱いに種々の非難を

うけたが現在ではその様な非難も聞かなくなり､たいし

た事故もなくすごせた事は､精神的な面に於いても開放

を成し得たと信じるという｡しかし､全面的に良いとい

うのでなく､病院の立地条件や対象患者の状況との関係

があるとし､ヘロイン中毒者であれば看護法も変わって

いたであろうという｡枠にはまった看護ではなく､弾力

性に富んだ看護が要求されるとしている｡

いずれの論文にも､中毒者の要求や行動に対する困難

な状況､そしてそれに対する看護者のむなしさなどが述

べられていた｡しかし､｢むしろ問題なのはこう云う時期

(文中では禁断症状の時期を指す)を経過した後の患者に

対する看護者の態度｣(畑中ら､1967)｢先ず看護者個人個

人が人間として安定し､充実した精神状態にあることが

何よりも先に必要｣(せりがや園､1964)と､患者の問題

だけでなく､麻薬中毒患者への看護の向上に向けて､看

護者側の薬物依存症患者に対する態度に着眼がなされて

いた｡この期間の論文の特徴としては､｢麻薬中毒者への

看護｣に関する現状を考察し､麻薬中毒患者への看護の問

題や課題が検討されている点である｡

2.困難な事例のひとつとして (1970年から1994年)

戦後の軍事物質の放出によって生じた第一次覚せい剤

乱用期､1950年代に始まったヘロイン乱用期は､覚せい

剤取締法や麻薬取締法の改正 ･強化によって､1960年代

半ばには終息した｡しかし1970年代に入ると､覚せい剤

の検挙者数は増え始め､再び乱用期を向かえ､第二次覚

せい剤 乱用期に陥った｡覚せい剤乱用者は､暴力団関係

者のみならず､サラリーマンや主婦などにも及んでいっ

た｡また､_1968年ころには､シンナー遊びが全国の青少

年の間に大流行し､シンナー ･ポンドなどの有機溶剤の

乱用が問題となっていった｡このころ､アメリカでは､

LSD･大麻などの幻覚剤が流行し､我が国にも広がって

いった｡

第二次覚せい剤乱用期は､1982年にはピークとなり､

その後消退傾向となった｡そして､1990年から1995年こ

ろまでは､覚せい剤の乱用は横ばい状態となった｡しか

し､薬物乱用の問題が終息したのではなかった｡覚せい

剤の乱用と同様に増加していったシンナー ･ボンドなど

の有機溶剤の乱用は増加していった｡葉物乱用 ･依存の

症例を比較的多く扱っている精神病院の事例調査(小沼､

1992)では､1990年度には､有機溶剤の症例の比率が覚せ

い剤の症例の比率を上回り､大麻事犯の検挙件数も1975年

から1980年では約2倍となり､その後も増加をみている｡

1970年代から1994年の報告は21編のうち18編が､ひと

つの事例をとりあげての看護の検討であった｡それらは､

薬物の乱用に関連した暴力や窃盗などの犯罪行為 ･非行

･生活の破綻などによって､家族の希望や警察に連れら

れて入院となった事例などであり､入院期間中の看護に

困難をきたした事例の報告がほとんどであった｡

今井(1973)･比嘉ら(1981ト 工藤ら(1988)･新田ら

(1992)･山川ら(1994)･中山(1994)は有機溶剤の事例､

細山ら(1983)･渡部(1988)･神里ら(1993)は覚せい剤の

事例､平野ら(1983)･柳橋ら(1984)･西田ら(1991)はア

ルコールを含め複数の薬物乱用が認められた事例､錦見

ら(1991)は統合失調症との二重診断の事例､東(1987)･

館野(1986)･稲葉ら(1994)は麻薬及び鎮痛剤など処方薬

の事例､上村ら(1994)･足立ら(1994)は市販薬の事例､

原田(1987)は乱用薬物名を特定していない事例を報告し

ている｡

有機溶剤の事例は､ほとんどが10歳代半ばの男女の事

例であり､非行との関連で問題行動が述べられていた｡

覚せい剤の事例は､いずれも警察介入の事例であり､幻

覚 ･妄想といった精神症状に加え､暴力や暴言などが問

題としてとりあげられていた｡処方薬のうち2事例は､

一般病床に入院中の患者であり､痔痛のための鎮痛剤､
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不眠のための眠剤の要求が頻回な事例であった｡そして

東(1987)は､患者が麻薬 ･鎮痛剤依存に陥ったのには､

看護が影響しているとし､医師から指示されたものをた

だ従属的に与薬するというだけでなく､看護婦も主体的

にかかわっていかねばならないことを学んだと言う｡

これらの事例のほとんどが､患者の紹介 ･看護目標/

問題 ･計画 ･看護の実際/経過 ･考察といった流れで報

告されていた｡また､乱用薬物の種類によってそれぞれ

問題の特徴に違いはあるが､全体的に ｢薬物乱用の繰り

返し｣｢疾患の否認｣｢親に対する依存｣｢日常生活の乱れ｣
｢入院拒否｣｢暴力行為｣といったことが問題行動として

取り上げられる傾向にあった｡そして､その問題行動の

改善(認識の変容､行動の変容)をはかろうとする､いわ

ば問題解決に向けての看護の経過を報告した論文がほと

んどであった｡

なかには､入院施設内での看護の報告だけでなく､退

院後のデイケアでのメンバー同士の支え合いによって回

復過程をたどった事例(稲葉､1994)や､数回の入院を繰

り返し最後の退院から数年を経過して｢もうお手あげだ､

自分ではどうすることもできない｣(p357)と連絡が入り､

NA(NarcoticsAnonymous:ナルコテイクス ･アノニマス)

など自助グループを紹介し､自助グループでの回復過程

をたどっている事例(原田､1987)など､入院治療を経て

地域で回復過程をたどっている事例の報告がみられた｡

ひとつの事例以外の報告として､金井(1983)は､昭和

48年から57年までの10年間述べ213名の覚せい剤依存症

患者への看護を振り返り､ひとつの病院での覚せい剤中

毒者の看護の概略と特徴を紹介している｡そして､｢患者

さんと受容的に接し､その中で看護の確立をはかってい

くことが大切であるが､現実的にはなかなか難しい｣(p69)

と言う｡しかし､｢再三の入退院を繰り返しながらも､社

会復帰を目指し､社会復帰していく人も多い｣(p70)と述

べている｡また､高野ら(1994)･中山(1994)は未成年の

薬物依存症患者への看護に関して､人格形成や成長発達

に重要な時期にあるとし､複数事例やプログラムの導入

についての現状を報告している｡

これらの報告は､既存の報告論文から得られた知見と

の比較検討は行われておらず､それぞれ独自に行った看

護の報告であった｡また､薬物依存症患者への看護を追

究する上での系統的な検討は行われていなかった｡1960

年代の報告では､ ｢麻薬中毒患者(薬物依存症患者)-の

看護｣の向上 ･確立に向けての検討が行われていたが､

1970年から1994年には､困難な事例の中のひとつとして

薬物依存症患者の事例が取り上げられていたといえる｡

この期間は､前述したように第二次覚せい剤乱用期と

よばれる時期を有し､有機溶剤や大麻､LSDといった薬

物の乱用が､青少年に広がっていった期間であり､社会

での薬物に関連する問題が終息していたわけではない｡

しかし､1960年代に麻薬中毒専門医療施設が設置され薬

物依存症に対する精神医療の社会的役割が明確化された

ような動きは､この時期には生じていない｡薬物依存症

患者の回復過程への精神医療の関与は､社会全体の動き

としては明確となっていなかったのである｡そして､薬

物依存症に対しては､ ｢アルコール中毒､少年の薬物依

存 ･非行や身寄 りのない老人の問題等も､単に専門施設

を作ってそれに依存するのではなく､地域社会全体で支

えていく体制の確立が必要とされている｣(厚生統計協会

編､1981)とされ､専門治療施韓の必要性よりも､地域で

の回復支援体制の確立が必要とされていた時期であった｡

しかし､地域社会全体で支えていく体制というものの､

地域で薬物に関連する問題が生じたとしても､その相談

先は明確になっていない状況であった｡また､薬物依存

症の専門医療施設も乏しく､薬物依存症-の看護は､精

神科病棟や一般病棟での困難な事例のひとつとして検討

されていたといえる｡

3. ｢薬物依存症患者への看護｣の向上 ･確立にむけて

(近年:1995年から2003年)

第二次覚せい剤乱用期は消退傾向になっていっていた

ものの､有機溶剤や幻覚剤など多様な薬物に関連する問

題は消失していなかった｡そしてまた1995年からは､覚

せい剤を中心とした薬物事犯者が大幅に増加し､1998年

に警察庁は､｢第三次覚せい剤乱用期｣に突入したと宣言

した｡薬物に関連する問題に対しては､取締の強化や刑

罰といった考えが主流となっていたが､覚せい剤事犯の

検挙者の半数以上が再犯者といった状況であり､取締や

刑罰だけでは薬物に関連する問題は消失しないことが明

らかであった｡そして､1998年に策定された｢薬物乱用

防止五か年戦略｣では､戦略のなかに｢薬物依存 ･中毒者

の治療や社会復帰の支援｣に関する目標が掲げられ､精神

保健医療福祉の領域もその役割を担うことが明示された｡

1995年から2003年に発表された論文は23編あり､その

うち10編は､ひとつの事例の検討であり､12編は､ひと

つの病棟や病院での実践や現状をあげ､薬物依存症患者

への看護に関連するテーマを検討したものであった｡そ

して1編は､数か所の病院を対象として行った､薬物依

存症患者への看護に関するアンケート調査の報告であっ

た｡薬物依存症患者への看護は､困難な事例として検討

され､さらに薬物依存症患者への看護の向上 ･確立に向

けての検討がなされ始めた｡
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ひとつの事例では､裸山ら(1996)･秋山ら(2000)･山

逮(2001)･須崎(200 1)が覚せい剤依存症患者の事例を報

告している｡ これまでの覚せい剤依存症患者の事例同様､

精神症状や問題行動はあるものの､入院時に警察の介入

はなく自助グループのメンバーが付き添い自助グループ

との連携をとりながらの看護(秋山､2000)､老年期にお

ける覚せい剤後遺症の症状が再燃し患者のQOLを考慮し

た看護(山連､2001)といった事例もみられた｡覚せい

剤依存症患者-警察が介入しての入院といった様相では

なくなってきた｡また､地域の薬物依存症者の自助グル

ープやリハビリテーション施設との連携による治療への

つながりが報告されてきており､医療施設内だけでなく

地域での回復支援との連携が検討されてきた｡

川野ら(2000)は､有機溶剤依存症患者の事例を報告し

ているが､これまでのように非行との関係で述べられて

いるのではなく､元同僚が患者となったことによる困難

が述べられている｡重野(1995)･石田(1998)･官署(1999)

･渡辺ら(1999)･宮川(2001)が報告している事例は､市

販の鎮咳剤や処方薬への事例である｡また､有機溶剤治

療プロジェクトの実施(中山､1995)､薬物依存症患者へ

の自己診断の試み(幸村ら､1998:小林ら､1999)､薬物

依存症患者の家族教室の実施(佐藤ら､1998)､SSTの実

践(山田ら､1998)､覚せい剤患者への治療プロジェクト

の実施(乗末､1999)といった病棟での独自の取り組みや

プログラムの報告が行われてきた｡覚せい剤依存症患者

に関しては､ひとつの病棟での入院の現状や取り組みの

特徴に焦点をあてた報告(内橋ら､1997:舟窪ら､2001)

がなされている｡

また､1960年代の論文で､看護者側の薬物依存症患者

に対する態度についての着眼がなされていたのと同様､

薬物依存症患者に対する看護師のマイナスイメージ ･患

者の治療継続への疑問や抵抗 ･不安や葛藤など､看護師

の姿勢や感情に焦点をあてた報告もなされている(筒井

ら､1995:村上ら､1995:武田ら､1998)｡そして､ひ

とつの病棟での看護師へのインタビュー(矢内､2003)や､

数病院での看護師へのインタビューやアンケート(若狭

ら､2003)の結果にも､看護師の薬物依存症患者に対す

る陰性の感情反応について述べられている｡

近年の論文では､これまで同様に｢事例の報告｣は継続

され､｢治療プログラム｣や｢薬物依存症患者と看護者の

相互作用や看護者の感情 ･態度｣に関して､その現状を検

討し､薬物依存症患者への看護の問題や課題の検討が始

まりだしたといえる｡

薬物依存症患者への看護の特徴

1.社会的な要請としての薬物依存症者との関わり

薬物依存症患者への看護の歴史を見ると､社会的な要

請に応じるような形で､薬物依存症患者への看護の検討

が行われていることが分かる｡1960年代の麻薬中毒対策

の一環として役割を担っていた時期と1995年以降の論文

には､個々の事例検討だけでなく ｢薬物依存症患者への

看護｣の問題や課題が検討されていた｡薬物依存症患者

への看護は､医療施設において常に困難とされていたが､

その間題や課題の検討が行われている論文は､1960年代

の麻薬中毒専門病院の設置や､1998年の ｢薬物乱用防止

五か年戟略｣の策定の前後に集中しているのである｡

何故､1970年～1994年に､｢薬物依存症患者への看護｣

の問題や課題の検討が前向きに行われていないのだろう

か｡それには､薬物依存症という病気の特徴が関連する

と思われる｡精神作用物質の中でもアルコールは､合法

であり､その使用は刑罰の対象とはならない｡そして､

アルコール依存症に関しては､早期より精神医療福祉の

対象として､看護も前向きに検討されてきた｡しかし､

アルコール以外の精神作用物質は､ ｢麻薬及び向精神薬

取締法｣｢大麻取締法｣｢覚せい剤取締法｣｢あへん法｣

｢毒物及び劇薬取締法｣などの法律の対象となる薬物が

ほとんどである｡薬物依存症という病気の直接的な原因

となる薬物は､その使用自体が違法行為であり､またそ

の違法行為は､薬物依存症という病気によって､さらに

助長されるのである｡薬物依存症は､アルコール依存症

同様に､ ｢病気｣として医療の対象であるにもかかわら

ず､違法行為をともなうため刑事司法の対象として認識

される傾向が大きい｡従って､薬物依存症が ｢病気｣で
あり､治療や社会復帰の支援の対象となることが､社会

に広く認識されていない状況下では､薬物依存症患者へ

の看護も前向きに検討されてこなかったと考える｡

2.薬物依存症患者に対する看護者の感情反応

｢薬物依存症患者への看護｣の問題や課題に関する報告

の多くに共通するのは､薬物依存症患者の問題だけでな

く､薬物依存症患者に対する看護師の感情反応が着眼され

ているといった点である｡個別な事例報告においても､薬

物依存症患者の問題行動として暴言 ･暴力 ･喧嘩 ･脅し･

反社会的行動などが着眼されていることが多く､そういっ

た行動に直面する看護者には､何らかの感情反応が生じ

ていることが推測できる｡また､赤尾ら(1962)の｢心身

共に疲労の極に達する｣という状況や､｢入院を繰り返す

状況に､むなしさを感じる｣という状況は､他の論文に
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おいても､類似した状況がしばしば報告されている｡

薬物依存症患者に対する看護者の感情反応に関しては､

日本では未だ研究は行われていない ｡医療施設における

最も人数の多い専門職者は､看護職者であり､病棟内に

いる時間が最も多いのも看護職者である｡従って､看護

者の薬物依存症患者に対する感情や姿勢に､何らかの傾

向があれば､治療 ･看護に大きく影響を及ぼすであろう｡

これまでの報告のなかからは､いずれの時期においても､

陰性感情を抱く傾向が高いといえる｡

3.事例の複雑化

1980年代ころまでの事例の報告では､覚せい剤依存症

患者は暴力団と関連し警察が介入する事例､有機溶剤依

存症患者は青少年の非行と関連する事例､といった特徴

がみられていた｡しかし､1980年代後半ころより､多剤

乱用の事例､老年期の再燃の事例のように､事例の状況

が複雑化してきている｡社会的に違法薬物が暴力団とい

った組織関係者のみならず一般市民の間にも流通し､ま

た流通している薬物も多様化していることが､事例の複

雑化に影響を及ぼしていると考える｡そして､統合失調

症を合併する二重診断の事例の報告もされており､障害

も複雑化している｡

また､治療や回復支援の場も､医療施設だけではない｡

1960年代と近年の報告との違いは､1960年代が医療施設

内だけでの治療 ･看護といった側面だったのが､近年の

報告では地域との連携といった視点が取り組まれてきて

いる点である｡ 原田(1987)は､施設内での治療 ･看護の

限界から自助グループを紹介したことが回復過程につな

がった患者の事例を報告している｡また､自助グループ

との連携をはかりながらの施設内での看護(秋山､2000)

の報告もなされている｡依然として､近年においても多

くの報告が医療施設内での取り組みに限定されてはいる

ものの､精神科医療の施設から地域へといった流れに応

じ､施設内の看護においても､地域との連携というダイ

ナミックで複雑な視点が必要とされてきているといえる｡

薬物依存症からの回復過程における看護への課題

今回の文献検討において､時代の変化にかかわらず､

薬物依存症患者に対して看護者が抱 く看護上の困難感 ･

感情反応に関しては､常に問題視されつづけていること

が明らかであった｡しかし､問題視はされるものの薬物

依存症患者と看護師との相互作用については､まだ充分

な検討は行われていない｡精神科病院での看護に関して､
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自らが薬物依存症の体験者で､薬物依存症のリハビリテ

ーション施設DARC(DrugAddictionRehabilitationCenter:

ダルク)の創立者である近藤(2000)は､精神病院での看

護のあり方が患者の自主性を欠かせ､"依存"が進行して

しまったケースも多い､と指摘している｡

医療施設内における看護が､薬物依存症患者の回復過

程の妨げとならないためにも､医療施設内において薬物

依存症患者への看護をめぐり､どのようなダイナミクス

が生じているのか検討する必要があるだろう｡薬物依存

症患者の回復に向けての患者-看護者の相互作用を明ら

かにすることは､今後の薬物依存症患者への回復プログ

ラムや看護実践の発展に向けても意義があると考える｡

また､薬物に関連する社会的問題の高まりにともない､

社会的な要請によって､薬物依存症患者への看護を検討

する必要性が高まっている｡田村 (2002､p69)は､2001

年の日本における覚せい剤乱用者数を約200万人と推定

している｡薬物事犯での検挙者数は､薬物乱用 ･依存者

の極一部にすぎないのである｡薬物乱用者がすべて薬物

依存症といった状態に至るとは言えないが､乱用から依

存へと､薬物に関連する問題で悩み苦しんでいる人は､

今後さらに増加する可能性を秘めている｡確かに､薬物

に関連する社会的な問題は大きく､社会の要請に応じる

ために､薬物依存症患者への看護の向上 ･確立を図って

いく必要があるであろう｡しかし､薬物依存症という病

気で苦しんでいる患者とのかかわりから､看護もまた社

会に､薬物依存症者の回復支援に関する情報を発信して

いく役割も重要であると考える｡

薬物依存症患者への看護に関する研究は､近年系統的

な取り組みが始まったといえ､未だ確立していない｡し

かし､発表論文数の増加からも ｢薬物依存症患者への看

護｣への関心は高まっていると考えられ､今後も系統的
に研究を重ねていき､実践に活用していくことが､看護

には期待されているであろう｡

おわりに

第三次覚せい剤乱用期は､未だ終息に至っていない｡

薬物に関連する問題は､今もなお､社会的に大きな問題

である｡戦争直後に覚せい剤が社会に出回り､また1960

年代にヘロインが出回った時には､覚せい剤取締法や麻

薬取締法といった法律が制定され､薬物を取り締まるこ

とによって､薬物に関連する問題も一旦は終息に向かっ

た｡しかし､近年の薬物に関連する問題は､1998年に策

定された ｢薬物乱用防止五か年戦略｣の実施にもかかわ
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らず終息の兆しはなく､2003年に､新たに ｢薬物乱用防

止新五か年戟略｣が策定され､薬物乱用の防止に向けて
の取り組みがなされている｡

そのような状況において､薬物乱用の増加 ･多様化に

よって引き起こされる社会の混乱と同様に､看護の現場

も混乱することが予測される｡今回検討の対象となった

論文は､ほとんどが精神科医療施設での報告であった｡

しかし､内科や外科での不適切な処方での処方薬依存症

の問題も生じてきており､また薬物依存症に関連して身

体症状をきたす場合も多く､精神科医療施設のみならず､

様々な看護の現場での取り組みが今後期待されるであろ

う｡また今回の文献検討においては､医療施設と地域と

の看護の連携について追究した報告を兄いだせていない｡

地域における薬物依存症者への看護に関しても追究し､

医療施設と地域との連携についても､今後追究 ･実践し

ていく必要があるであろう｡
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